
１ 南檜山地域・職域連携推進連絡会について

住民の健康づくりを推進するため、地域保健と職域保健が連携を図り、健康情報の
共有や保健事業の共同実施、社会資源の相互活用、生涯を通じた継続的な保健サー
ビスの提供体制の整備を図ることを目的に平成18年に設置。

設置目的

「１０年後、２０年後を見据えた健康づくり」
～若い世代（小中学生～親世代）、働く世代（～40代）へのアプローチ～

南檜山圏域における重点的な取組について

働く世代（～40代）
へのアプローチ

小中学生～親世代
へのアプローチ

糖尿病対策の強化

南檜山地域・職域連携推進連絡会（第３回）
令和６年２月20日（火）15:30～17:00



目的・課題・目標（令和３～５年度）
目 的

各町、医療機関、関係団体、保健所等の相互の連携体制強化（情報共有、検討、実
施）により、若い世代（小・中学生～親世代）及び働く世代（～４０代）に対する
生活習慣改善（特に減塩）の重要性について普及啓発を進め、生活習慣病（糖尿病、
高血圧）の発症予防・重症化予防を図る。

課 題

【課題１】～健康課題～
 糖尿病リスク因子であるHbA1cの健診有所見

者率が全道より高い。
 収縮期血圧の健診有所見者率が全道より高い。
 腹囲、BMIの健診有所見者率が全道より高い。

小・中学生においても肥満傾向がみられる。

【課題２】～連携体制～
 若い世代（小・中学生～親世代）及び働く世

代（～４０代）の生活習慣病予防を図るため、
各関係機関（町、医療機関、教育、職域、保
健所の連携強化（情報共有、検討、実施）が
必要。

 糖尿病（重症化）リスクがある者に対する支
援において、更なる連携強化（南檜山糖尿病
重症化予防プロジェクトの再周知、活用促進、
指導のブラッシュアップ）が必要。

目 標

【目標１】
 職域団体、各町、医療機関、関係団体、保健所が

連携を強化（情報共有、課題の明確化、取組の検
討、実施）し、働く世代（～４０代）に対する生
活習慣病対策（糖尿病、高血圧〈減塩〉）に向け
た取組の推進を図る。

【目標２】
 教育局、教育委員会、学校（養護教諭、栄養教

諭）、各町、保健所が連携を強化（情報共有、課
題の明確化、検討、実施）し、生活習慣改善（減
塩）に向けた取組を一体的に推進することで、
小・中学生～親世代に対する減塩の意識付け・行
動変容へアプローチする。

【目標３】
 糖尿病（重症化）リスク者を適切なタイミングで

拾い上げ、必要な支援を実施することができる。
 治療効果を高めるため、減塩指導を強化（対象者

の食塩摂取状況の確認、指導媒体の作成等）する。



健康管理担当者

各部署のﾘｰﾀﾞｰ

働く人たち

その家族

南檜山地域・職域
連携推進連絡会

課題

効果 取組み

各団体の健康管理担当者



減塩の取組







１ 健診を受けていない層へのアプローチ

２ 圏域特有の健康課題対策
（高血圧、糖尿病）

３ 地域側と職域側の課題共有

令和５年度の振り返り（意見交換）



地域・職域連携推進事業の推進要因
推進要因のまとめ 取組が進んだ要因

都道府県による事業展開
を可能にする場・条件・
事業の設定

健康増進計画への位置づけ

保健医療計画に重点事項として位置づけ

県が取り組みの枠組みを構築

県全体の取組との連動

協会けんぽとの覚書

データ分析、調査等によ
る実態把握と情報活用

地区別のデータ分析

データ解析と課題の明確化

ワーキンググループでの検討

分かりやすい情報提供

産業保健の実態把握

事業場の実態把握

中小事業所の実態調査

早い段階からの地域・職域連携事業による実態把握

管内事業所の実態を把握

協力機関・キーパーソン
の活用

協議会の構成員の協力

キーパーソンの存在

市町村との協働
市町村と協働した事業展開

活用できる市独自の職域の健康づくりネットワーク

成果が見える工夫と横展
開

取組の広報活動

具体的評価ができる活動の実施

構成員がメリットを認識できるよう工夫

好事例の横展開と継続意識の醸成

事務局の体制整備

事務局担当者による関係機関訪問

会議開催前の準備と仕掛け

庁内調整と活動目標の設定


